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学科・コース 

（学年定員） 

普通科（人文・社会科学コース，自然科学コース）200 名 

アカデミア科（人文・社会科学コース，自然科学コース）80 名 

全校生徒数 840 名 

  

住所等 〒603-8231 京都府京都市北区紫野大徳寺町 22 

Tel:075-491-0221 Fax:075-492-0968 E-mail : murasaki@edu.city.kyoto.jp 

沿革 

昭和 27 年 創立 

昭和 60 年 普通科に第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類を設置 

平成 4 年 豪シュバリエカレッジと姉妹校提携 

平成 5 年 第Ⅲ類体育系募集停止，英文系設置 

平成 25 年 ユネスコスクール加盟 

平成 26 年 普通科第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類を普通科スタンダー

 ドクラス・アドバンストクラス，アカデミ

 ア科に再編 

令和 4 年 スタンダードクラスをアドバンストクラ

 スに統合し，普通科を一本化 

特徴的な授業・取組，学びの環境・社会連携 

○グローバル・シティズンシップを育成する総合的な探究の時間「Global Citizenship I・II（計 4 単位）」 

○「GC フェスタ（総探成果発表会）」，「英語スピーチ・コンテスト」等の豊富な成果発表機会 

○国際交流事業（海外研修旅行又は国内語学研修旅行等，オンラインによる国際交流，留学生受入れ等） 

○ユネスコスクール交流行事や連携協定等に基づく高大連携事業   ○多彩な選択科目や進学補習 

部活動・同好会等 

アーチェリー，アメリカンフットボール部チア，テニス，サッカー，体操，卓球，ソフトテニス，男子バレーボ

ール，女子バレーボール，男子バスケットボール，女子バスケットボール，バドミントン，野球，陸上競技，水泳，

ESS，茶道，書道，吹奏楽，地学，美術，軽音楽，ホームメーキング，漫画アニメ，放送局，新聞局 

進路状況【令和 3 年 3 月卒業生実績】 

四年制大学 77.5％（国公 9.5％，私 68.0％），短大等 9.2％，就職等 0.3％，その他（進学準備含む）13.1％ 

 

２ 本校のミッション，スクール・ポリシー 

本校のミッション 

○多様性を認め合い，他者とともに新たな価値を創造することを大切にする学校であり続ける。 

○地域から全国へ，さらに国外へと連携を広げ，京都から世界につながる学校であり続ける。 

○自らルールを作り自ら律することで，生徒一人ひとりが自由を体現できる学校であり続ける。 

① 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー） ※…アカデミア科 

一歩踏み出す Global Citizen 

○自由とそれに伴う責任を自覚的に引き受け，取るべき行動を自身で判断して実行に移すことができる。 

○習得した知識や技能を結び合わせて視野を広げ，新たな知見や課題解決策を生み出すことができる。 

○社会の多様性や習慣・文化・価値観等の異なる他者を理解し，協働して合意形成することができる。 

※自由闊達な議論を通じて新たな発見をする体験を大切にし，豊かな教養を深めることができる。 

② 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） ※…アカデミア科 

○自由な校風のもと，自分らしく生き生きと学べる場としての学校で，教科の学習を基礎に，一人一人が

自分ならではの関心に沿って発展的な学びに取り組み，主体的に判断し行動する力を身に付ける。 

○総合的な探究の時間を軸として，習得した知識や技能を結び合わせて視野を広げ，その視野に立って

さらに学びを深めるサイクルを繰り返し，新たな知見や課題解決策を生み出す力を身に付ける。 

○多様な他者と関わる経験，文化祭や体育祭等での協働から得られる充実感や連帯感，海外等との交流

を通して常識を揺さぶられる体験などを重ね，柔軟に認め合い，合意形成する力を身に付ける。 

※専門科目等で自由闊達な議論を活発に行い，豊かで学際的な教養と国際コミュニケーション力を育む。 

③ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） ※…アカデミア科 

○自由の意味について考え，自ら判断し行動しようとする生徒 

○地球や社会について好奇心を持ち，進んで学ぼうとする生徒 

○多様性への関心が高く，他者と対話し協働しようとする生徒 

※他者の話によく耳を傾け，自らも積極的に意見を述べようとする生徒 

 

令和 4 年 4 月作成 


